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パラグアイという呼称を聞いて、それが南米にある国であ

るというところまでわかったとして、その位置まで正確に示す

ことができる人は、日本にどのくらいいるであろうか。わたし

が南米のパラグアイを研究していますというと、たいていウ

ルグアイとまちがえられる。それほど知られていない地域を

わたしは研究している。しかも、歴史的にアプローチしてい

る。南米の歴史と言えば一般的に、「インカ帝国」を想起され

るであろうが、パラグアイにはそのような華やかな歴史はな

い。スペインによって植民地とされる以前、大規模な国家を

なすことはなく、亜熱帯のためほとんど考古学遺物が残らな

いこの土地には、観光の目玉になるような遺跡はないので

ある。パラグアイにある世界的に有名なものと言えば、世界

一の幅を有するイグアスの滝であるが、ブラジル、アルゼン

チンという大国とも国境を接する場所にある滝は、ブラジ

ル、アルゼンチン側から観光することはできても、パラグアイ

側から近づくことさえできない。パラグアイには何もない、逆

に言えば、何もないという良さしかない。

しかし、人類学を含む社会科学や歴史学という視点から見

たならば、これほど興味深い場所はそうそう見つからないで

あろう。今から500 年ほど前にスペインの植民地になったに

もかかわらず、今も国民の４分の３は先住民グアラニに由

来する言語、グアラニ語を話す。もちろんその大半は、スペイン

語やそのほかの言語とのバイリンガルであるが、多くの国民

が日常的に用いているのはグアラニ語なのである。近隣諸

国に目を向けてみれば、「インカ」という歴史を持つペルー

でも、先住民語が国民の生活言語であったり、公用語であっ

たりすることはない。また多くの国民は、グアラニが儀礼にも

ちいたお茶、マテ茶を常用する。現地で「テルモ（サーモスと

いう会社名の現地音が一般名詞化された呼称）」と呼ばれる

水筒を含めた喫茶セットを持ち歩き、職場でも道ばたや公

園でも年がら年中、お茶を飲む。マテ茶の回し飲みがパラグ

アイ人の社交である。農牧業以外には産業はほとんどなく、

織物業といった輸入代替工業のはしりとなるような業種さえ

発展していないが、人々は何の悩みもないかのように、自宅

の前に椅子をだし、のんびりと過ごしている。もちろん、人々

の生活に余裕があるわけではない、国も国民も世界的に見

れば貧しいというのが現実である。しかし、パラグアイを訪れ

た人間は、「何もなさ」とともにその平穏さに目を見張るので

ある。

ヨーロッパを基点に発達した学問にはどうも偏りがある。

自然環境が厳しい場所で生きてきた人間が考えだしたもの

は、今より良い状態を想定し、それに向けて改良を加えてい

くことこそが絶対善という発想から脱却できないようである。

しかし、熱帯や亜熱帯の森の中で、最低限の食糧には困らな

いという環境に生きてきた人々は、改良や改善ということを

常に求める思想にはなじめない。彼らとて、苦しみや悩みが

ないわけではないが、発展に向かって邁進することのみが

良いこととは考えない。「しんどいな」という思いを素直に表

すことができる人々である。

私が目指しているのは、「学問の相対化」というと少し恰好

良すぎるのかもしれないが、亜熱帯に営々と生きてきた人々

の来し方を探りながら、これまであまり目を向けられることの

なかった人々の生き様を描くということである。みなが前ば

かり向いて歩いているわけではない。しんどくてしゃがんで

いる人もいれば、立ち止まり横を向いておもしろいものを見

つけている人もいる。そうした「現実」を示すことが、人間を

対象とする学問の一つの有り様であろう。

パラグアイの不思議な魅力

坂野 鉄也 （経済学部講師）

「里湖」とは？
近年、身近な地域の自然保護・環境保全活動が盛り上がる

なか、「里山」などの「二次的自然」が注目を集めています。「二

次的自然」とは、原生林などの「一次的自然」とは異なり、下草

刈り・落ち葉掻きなど人間の伝統的な生業によって維持され

てきた植生と、そこに成り立つ生態系を意味しています。日本

の「二次的自然」の代表としては、これまで「里山」のように雑木

林や草原といった「山辺」が取り上げられることが多かったの

ですが、私はこのような「人間と深く関わる自然」は、「水辺」に

も存在したのではないかということを最近の研究テーマとし

ています。すなわち、「里山」に対する「里湖」の事例検証です。

例えば琵琶湖岸のヨシ帯という植生には、長年の刈り取りや

火入れによって遷移にストップがかけられ、人為的に維持され

てきた側面が認められますが、これは地域の人々がヨシを屋

根葺き材や簾の材料として利用してきたためです。かつて村々

ではこういった生業を通じて、「里湖」をどのように利用・管理し

てきたのか、その手入れや資源管理の詳細を掘り起こし、今後

の水辺保全に役立てることを目的としています。

私の専門の歴史地理学という分野では、聞き取り調査だけ

ではなく、村絵図や文書などの歴史資料を用いて、過去の数百

年間の景観変化を取り扱うことに特徴があります。特に琵琶湖

岸の村々には、中世以来の豊富な史料が残されているため、

地域によってはおおよそ 500 年といった長期的な時間軸での

水辺の環境変化の検証が可能です。このような方法を用いて、

琵琶湖岸の内湖や秋田県の八郎潟など、各地の潟湖をフィー

ルドとした「里湖」の環

境史研究を行ってい

ます。最近は「里海」に

ついてもその実態を

考えるために、奄美の

海辺における調査も

開始しました。

水辺の生業の意義
「里山」の森林・草原の多くが入会林野として共同利用され

てきたように、「里湖」の資源にも村落による共有・共益のシ

ステムが認められます。いわば水辺の「入会地」（＝コモンズ）

ですが、琵琶湖のヨシ地についてもこのような共同体的管理

体制がすでに 15 世紀には存在していたことが確認されます。

そこでは循環型の資源利用形態がみられたことも「里山」と同

様ですが、こういった「二次的自然」の循環システムが成り立っ

てきた背景には、村落共同体による厳しい資源管理のルール

があったことを見逃すことはできません。

また、自然と調和していたイメージのある前近代社会です

が、実際には「環境共生型社会」が不断に続いてきたわけでは

ない、ということにも注意が必要です。村落を取り巻く自然条

件・社会的条件は絶えず変化しており、住民による資源利用

は、時代によって搾取的にも持続可能にも変化します。「二次

的自然」に対しては、時代ごとの実態を検証し、地域の特性に

応じた関与のあり方を考える必要があります（これらの詳細に

ついては、佐野静代『中近世の村落と水辺の環境史』吉川弘文

館、2008年刊をご参照いただければ幸いです）。

以上のように、水辺の過去について検証することは、未来へ

の貴重な判断材料となります。しかしながら、これらの水辺は

現在干拓・埋め立ての危機に瀕しており、その生業の詳細は

十分に検証されることのないままに失われようとしています。

水辺の記憶を掘り起こし、生業の民俗をワイズ・ユースの観

点から再検証することを急ぎたいと思います。

「里湖」の環境史
― 水辺の「二次的自然」をめぐって ―

佐野 静代 （環境総合研究センター准教授）

今の研究 を
語る
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